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第
30
期
道
議
会
が
４
月
30
日
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　

２
期
目
を
迎
え
、
気
を
引
き
締
め
て
渡
島

の
発
展
の
た
め
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

４
月
の
統
一
地
方
選
挙
後
、
各
会
派
の
情

勢
は
大
き
く
変
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

改
選
前
は
36
名
だ
っ
た
民
主
党
・
道
民
連

合
会
派
構
成
は
、
会
派
離
脱
な
ど
も
あ
り
26

名
と
大
き
く
減
ら
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
厳
し
い
状
況
の
中
で
、
私
は
会
派

の
副
幹
事
長
と
し
て
会
派
内
の
調
整
役
を
担

う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

５
月
14
日
に
は
議
会
構
成
、
議
長
な
ど
を

決
定
す
る
臨
時
道
議
会
が
開
催
さ
れ
、
議
長

に
は
遠
藤
連
議
員
（
苫
小
牧
市
選
出
）、
副

議
長
に
三
井
あ
き
子
議
員
（
旭
川
市
選
出
）

が
選
出
さ
れ
、
私
も
農
政
委
員
会
で
副
委
員

長
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
八
田
委
員

長
（
小
樽
市
選
出
）
と
共
に
北
海
道
農
業
一

次
産
業
の
振
興
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

　
　

北
海
道
議
会
議
員
　
　
　
　　
　
　
　

　

笹
　
田
　
　
浩　

農
政
副
委
員
長
に
就
任

一
次
産
業
振
興
に
全
力
で
取
り
組
む

農
政
副
委
員
長
に
就
任

一
次
産
業
振
興
に
全
力
で
取
り
組
む

農政副委員長として付託議案審議結果報告（ 7月10日本会議）
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４
月
に
行
わ
れ
た
選
挙
後
初
と
な
る
第

２
回
定
例
道
議
会
が
６
月
16
日（
火
）に
開

会
し
、
骨
格
予
算
だ
っ
た
27
年
度
の
補
正

予
算
、「
飲
酒
運
転
根
絶
を
宣
言
す
る
決

議
」、「
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め

る
意
見
書
」
な
ど
を
可
決
し
、
７
月
10
日

（
金
）に
閉
会
し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
道
政
史
上
初
の
４
期
目

と
な
る
知
事
の
公
約
実
現
が
現
実
的
に
可

能
な
の
か
を
質
す
大
切
な
議
会
で
す
。
民

主
党
・
道
民
連
合
会
派
の
代
表
質
問
に

は
、
今
期
の
議
員
会
長
で
も
あ
る
勝
部
賢

志
（
江
別
市
）
議
員
が
立
ち
、
知
事
の
政

治
姿
勢
、
行
財
政
運
営
、
人
口
減
少
対
策
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
や
ロ
シ

ア
２
０
０
海
里
水
域
で
の
サ
ケ
・
マ
ス
漁
、

Ｊ
Ｒ
日
高
線
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
し
ま
し

た
。

　

私
は
副
幹
事
長
と
し
て
一
般
質
問
や
予

算
特
別
委
員
会
の
人
選
や
調
整
に
当
た
り

ま
し
た
。
ま
た
、
本
会
議
最
終
日
に
は
農

政
委
員
会
副
委
員
長
と
し
て
付
託
さ
れ
た

議
案
審
査
の
報
告
を
し
ま
し
た
。

今
定
例
会
の
主
な
審
議
経
過

�

（
会
派
政
策
審
議
室
が
ま
と
め
た
も
の
）

　

知
事
は
、
提
案
さ
れ
た
政
策
補
正
予
算

に
知
事
選
で
の
公
約
の
多
く
を
張
り
付
け

た
と
し
た
が
、
政
策
と
し
て
の
熟
度
が
不

十
分
で
思
い
つ
き
的
な
事
業
、
施
策
ば
か

り
が
目
立
つ
予
算
と
な
っ
た
。
道
財
政
の

改
善
は
進
ま
ず
、
国
直
轄
事
業
負
担
金
の

計
上
を
留
保
し
て
の
赤
字
予
算
の
編
成
が

９
年
連
続
と
な
り
、
す
っ
か
り
恒
常
化
し

た
。
財
政
状
況
が
好
転
せ
ず
、
道
債
残
高

が
減
ら
な
い
理
由
を
知
事
は
、
国
の
臨
時

財
政
対
策
債
の
増
発
等
が
原
因
と
し
た

が
、
知
事
の
予
算
編
成
は
、
そ
の
臨
時
財

政
対
策
債
や
、
国
の
各
種
の
経
済
対
策
基

金
、
交
付
金
等
で
つ
じ
つ
ま
合
わ
せ
を
し

て
き
た
。
ま
た
、
知
事
は
、
人
口
減
少
問

題
を
最
大
の
課
題
と
し
て
い
る
が
、
こ
の

問
題
は
、
最
近
、
突
然
に
発
生
し
た
わ
け

で
は
な
い
。
知
事
の
３
期
12
年
の
道
政
運

営
等
に
お
け
る
取
り
組
み
を
検
証
し
、
そ

の
反
省
な
し
に
は
、
実
効
性
の
あ
る
政
策

を
展
開
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
国
の
政

策
を
垂
れ
流
す
の
で
は
な
く
、
道
民
や
自

治
体
と
の
協
働
で
、
各
地
域
で
実
効
が
あ

が
る
施
策
、
事
業
に
し
て
い
か
ね
ば
な
ら

な
い
。

　

知
事
は
、
道
産
食
品
輸
出
１
千
億
円
の

目
標
を
掲
げ
て
も
い
る
が
、
そ
の
基
盤
で

あ
る
一
次
産
業
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
進
展

懸
念
や
、
ロ
シ
ア
２
０
０
海
里
内
サ
ケ
・

マ
ス
流
し
網
漁
の
終
息
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海

ホ
タ
テ
の
悪
天
候
被
害
等
に
よ
っ
て
厳
し

さ
を
増
す
一
方
だ
。地
域
で
暮
ら
し
続
け
、

稼
ぎ
続
け
、
地
域
の
産
業
と
産
物
を
守
る

た
め
に
、
し
っ
か
り
と
地
域
に
足
を
踏
ま

え
た
施
策
、
事
業
こ
そ
が
大
切
だ
。「
脱

原
発
」
の
北
海
道
を
目
指
す
た
め
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
施
策
に
つ
い
て
の
知
事
の
姿
勢

は
、
判
断
も
施
策
展
開
も
国
ま
か
せ
で
、

「
脱
原
発
」
を
希
求
す
る
条
例
を
有
す
る

北
海
道
で
あ
り
な
が
ら
、
取
り
組
み
姿
勢

は
極
め
て
消
極
的
だ
。
地
域
交
通
の
確
保

に
つ
い
て
も
、
道
民
の
足
を
守
る
知
事
の

意
識
は
希
薄
だ
。
北
海
道
新
幹
線
の
円
滑

受
け
入
れ
を
理
由
に
し
て
、
地
域
路
線
の

合
理
化
を
言
う
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
姿
勢
に
は

問
題
が
あ
る
。
こ
う
し
た
課
題
に
、
道
は

財
政
面
も
含
め
積
極
的
に
関
わ
り
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
べ
き
だ
。会
派
は
、

こ
う
し
た
問
題
意
識
に
基
づ
く
議
論
を
展

開
、
今
後
も
道
の
対
応
を
し
っ
か
り
と

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く
。
補
正
予
算
は
、
一

般
会
計
２
７
３
１
億
円
、
特
別
会
計

２
８
８
億
円
。
27
年
度
の
道
予
算
は
、
一

般
会
計
２
兆
８
０
２
１
億
円
、
特
別
会
計

６
４
１
５
億
円
の
合
計
３
兆
４
４
３
６
億

円
と
な
っ
た
。

採
択
さ
れ
た
決
議
・
意
見
書

 

（
◎
は
政
審
発
議
、
○
は
委
員
会
発
議
）

◎
飲
酒
運
転
根
絶
を
宣
言
す
る
決
議

◎
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意

見
書

◎
改
正
耐
震
改
修
促
進
法
に
よ
る
ホ
テ

ル
・
旅
館
等
大
規
模
建
築
物
の
耐
震
診

断
結
果
公
表
の
猶
予
を
求
め
る
意
見
書

○
義
務
教
育
の
機
会
均
等
の
確
保
と
教
育

予
算
の
確
保
・
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

○
介
護
報
酬
の
見
直
し
等
に
関
す
る
意
見

書
○
ロ
シ
ア
連
邦
２
０
０
海
里
水
域
に
お
け

る
サ
ケ
・
マ
ス
流
し
網
漁
業
の
禁
止
に

伴
う
支
援
を
求
め
る
意
見
書

○
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産
業
化
に
向

け
た
施
策
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意

見
書

○
道
路
の
整
備
に
関
す
る
意
見
書

※
会
派
は
、「
憲
法
解
釈
変
更
に
よ
る
集

団
的
自
衛
権
行
使
容
認
の
閣
議
決
定
撤

回
と
関
連
法
案
の
取
り
下
げ
を
求
め
る

意
見
書
」
を
提
案
し
た
が
、
自
民
会
派

等
の
反
対
で
否
決
さ
れ
た
。
こ
の
意
見

書
の
提
案
説
明
は
、
松
山
丈
史
（
札
幌

市
豊
平
区
）
議
員
が
行
っ
た
。

⑵

第
２
回
定
例
道
議
会
報
告

さ
さ
だ
　

ブ
ロ
グ 

か
ら
・
・
・
・
・
・
・

道議会での意見書提出など大通公園で街頭宣伝活動
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松
前
さ
く
ら
ま
つ
り

　

４
月
29
日（
水
）は
松
前
町
の
さ
く
ら
ま
つ
り
の
開

会
式
に
参
加
し
ご
挨
拶
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
初
日
と
な
る
方
も
多
い
昭
和

の
日
の
祭
日
に
松
前
町
の
松
前
城
広
場
で
５
月
20
日

ま
で
の
期
間
、
松
前
公

園
で
開
催
さ
れ
る
「
松

前
さ
く
ら
ま
つ
り
」
の

開
会
式
に
参
加
し
、
ま

つ
り
の
安
全
を
祈
願
し

て
玉
串
を
奉
奠
し
、
ご

挨
拶
も
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た（
石
山
町
長
・

松
前
観
光
キ
ャ
ラ
の
大

漁
く
ん
と
写
真
と
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
）。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

も
り
ま
ち
桜
ま
つ
り

　

５
月
３
日（
日
）は
森
町
の
青
葉
が
丘
公
園
で
開
催

さ
れ
る
66
回
目
と
な
る
も
り
ま
ち
桜
ま
つ
り
（
実
行

委
員
会
種
田
眞
也
会
長
・
森
町
観
光
協
会
石
岡
眞
喜

雄
会
長
）
の
オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
に
参
加
し
ご
挨

拶
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
毎
年
こ
の
時
期
は
５

分
咲
き
程
度
で
の
オ
ー
プ
ン
と
な
り
ま
す
が
、
今
年

は
満
開
で
の
ス
タ
ー
ト

と
な
り
主
催
者
側
も
た

く
さ
ん
の
来
場
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
１
０
１

年
前
に
植
樹
を
始
め
、

約
１
０
０
０
本
（
隣
接

す
る
オ
ニ
ウ
シ
公
園
に

も
５
０
０
本
あ
り
ま

す
）
も
の
桜
が
公
園
内

で
一
斉
に
咲
き
誇
る
景

観
は
圧
巻
で
す
。

女
だ
け
の
相
撲
大
会
（
福
島
町
）

　

５
月
10
日（
日
）福
島
町
で
開
催
さ
れ
た
女
だ
け
の

相
撲
大
会
を
観
覧
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
毎
年

母
の
日
に
開
催
し
て
今
年
で
24
回
目
と
な
り
、
72
名

の
選
手
（
力
士
？
）
が
参
加
し
ま
し
た
。
私
も
懸
賞

を
披
露
す
る
お
手
伝

い
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
福
島
町

は
、
千
代
の
山
、
千

代
の
富
士
の
２
人
の

横
綱
を
生
ん
だ
町
、

町
内
に
は
た
く
さ
ん

の
相
撲
フ
ァ
ン
が
い

ま
す
。
夏
合
宿
で
九

重
部
屋
力
士
が
福
島

町
に
訪
れ
、
町
内
の

横
綱
記
念
館
で
朝
稽

古
が
公
開
さ
れ
ま
す
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

あ
わ
び
の
里
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

八
雲
町
熊
石
地
域
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
「
熊
石
あ
わ

び
の
里
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
心
配
さ
れ
た
来
場
者
数
も
昨
年
並

で
関
係
者
も
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。実
行
委
員
長
か
ら
、

昨
年
の
あ
わ
び
産
地
表
示
に
関
し
、
皆
様
に
多
大
な

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
を
心
よ
り
お
詫
び
し
、

十
分
注
意
し
、
信
頼
回
復
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く

決
意
が
あ
り

ま
し
た
。
私

も
ご
挨
拶
さ

せ
て
頂
き
、

餅
ま
き
の
お

手
伝
い
を
さ

せ
て
頂
き
ま

し
た
。

毛
ガ
ニ
ま
つ
り

　

６
月
27
日（
土
）、
28
日（
日
）に
長
万
部
町
で
最
大

の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
毛
ガ
ニ
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
両
日
と
も
に
小
雨
が
降
る
あ
い
に
く
の
天
候

で
し
た
が
会
場
の
長
万
部
ふ
れ
あ
い
公
園
に
は
た
く

さ
ん
の
来
場
者
が
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。
私
も
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
ご
挨
拶
さ
せ
て
い
た

だ
き
、餅
ま
き
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
は
旬
を
迎
え
た
毛
が
に
の
格
安
即
売
会
や

恒
例
の
毛
が
に
早
食
い
競
争
、
長
万
部
名
物
か
に
め

し
の
食
べ
比
べ
が
出

来
る
「
か
に
め
し
サ

ミ
ッ
ト
」、
会
場
内

の
巨
大
な
釜
で
ゆ
で

た
て
を
提
供
す
る
浜

ゆ
で
毛
が
に
販
売
と

盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
28
日
に
は
逢
坂

誠
二
代
議
士
も
来
場

さ
れ
会
場
ス
タ
ッ
フ

や
来
場
者
と
懇
談
し

ま
し
た
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

新
幹
線
木
古
内
駅
見
学
会

　

７
月
11
日（
土
）ほ
ぼ
完
成
し
た
新
幹
線
木
古
内
駅

の
駅
舎
見
学
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
関
係
者
や
地

域
住
民
が
待
ち
に
待
っ
た
駅
舎
は
１
，
９
０
０
㎡
の

高
架
下
タ
イ
プ
で
ホ
ー
ム
は
10
両
対
応
の
２
６
３

ｍ
、
相
対
式
の
２
面
３
線
で
ホ
ー
ム
に
は
階
段
の
他

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
各
ホ
ー
ム
１

台
ず
つ
配
置
し
て
い
ま
す
。
外
観
は
、
今
は
廃
止
と

な
っ
た
木
古
内
高

校
の
生
徒
が
選
ん

だ
海
峡
の
波
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
も
の

で
ガ
ラ
ス
の
配
置

が
イ
メ
ー
ジ
さ
せ

て
い
ま
す
。
内
部

は
道
南
杉
を
ふ
ん

だ
ん
に
使
っ
て
い

て
コ
ン
コ
ー
ス
の

天
井
に
も
使
用
さ

れ
波
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
い
ま
す
。

戦
争
関
連
法
案
反
対
！
渡
島
地
域
集
会

　

７
月
14
日（
火
）は
知
内
町
で
開
催
さ
れ
る
、
い
わ

ゆ
る
戦
争
関
連
法
案
に
反
対
し
、
成
立
に
反
対
し
て

い
く
渡
島
地
域
集
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
集
会

は
地
公
三
者
共
闘
会
議
（
北
教
組
渡
島
支
部
・
自
治

労
渡
島
地
方
本
部
・
全
道
庁
労
連
渡
島
支
部
）
が
主

催
し
、
現
在
国
会
で
審
議
さ
れ
て
い
る
集
団
的
自
衛

権
を
は
じ
め
と
し
た
戦
争
関
連
法
案
が
強
行
採
決
さ

れ
よ
う
と
し
て
い

る
な
か
、
民
主
主

義
を
守
り
平
和
で

安
全
な
世
界
平
和

に
貢
献
す
る
た

め
、
憲
法
９
条
を

守
り
武
力
に
よ
ら

な
い
国
づ
く
り
と

外
交
を
広
め
る
た

め
に
、
関
連
法
案

に
反
対
し
、
成
立

に
反
対
し
て
い
く

た
め
に
開
催
し
て

い
る
も
の
で
す
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

大
沼
湖
水
ま
つ
り

　

７
月
25
日（
土
）、
道
南
で
も
有
名
な
イ
ベ
ン
ト
の

一
つ
で
あ
る
大
沼
湖
水
ま
つ
り
が
25
日
26
日
の
土
日

で
開
催
さ
れ
、
私
も
25
日
の
慰
霊
祭
、
灯
篭
行
列
に

参
加
し
ご
挨
拶
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
沼

湖
水
ま
つ
り
は
、
１
９
０
６
（
明
治
39
）
年
か
ら
続

く
全
国
で
も
歴
史
が
あ
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
今
年
で

１
０
６
回
を
数
え

ま
す
。
始
ま
り
は

地
元
の
住
職
が
灯

ろ
う
を
湖
面
に
流

し
、
湖
の
水
難
者

を
供
養
し
た
の
が

は
じ
ま
り
だ
そ
う

で
、
一
時
中
断
し

て
い
ま
し
た
が

１
９
１
３
（
大
正

２
）年
に
復
活
し
、

以
来
連
綿
と
続
い

て
い
る
伝
統
あ
る

ま
つ
り
で
す
。

　
さ
さ
だ
浩
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
た
ブ
ロ
グ
か
ら
抜
粋
し
て
い
ま
す
。
さ
さ
だ
ブ
ロ
グ

は
日
々
の
活
動
状
況
を
笹
田
自
身
が
更
新
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
は
更
に

詳
細
な
活
動
報
告
を
し
て
い
ま
す
。「
い
い
ね
！
」
で
笹
田
へ
の
激
励
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

詳
し
く
は
こ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
→ http://sasada-hiroshi.com

さ
さ
だ
　

ブ
ロ
グ 

か
ら
・
・
・
・
・
・
・
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これまでの主な活動記録
4 月26日　大沼国定公園安全祈願祭
4月27日　第30期議員総会（札幌市）
4月28日　七飯地区メーデー前夜祭
4月29日　松前さくらまつり開会式
5月 1日　各地区メーデー集会（森・長万部・八雲）
5月 3日　森町食ＫＩＮＧ市
5月 3日　森町桜まつりオープニングセレモニー
5月 9日　労働者保護ルール改悪反対管内連合街宣
5月10日　北海道「女だけの相撲大会」（福島町）
5月11日　民主党ＪＲ事故調査（函館市・福島町）
5月14～21日　臨時道議会
5月17日　あわびの里フェスティバル（八雲町熊石）
5月18日　北海道地方自治研究所第１回理事会（札幌市）
5月21日　八雲ボランティアお花見会
5月23日　八雲町植樹祭（八雲町熊石）
5月24日　長万部町民花見会
5月25日　渡島総合開発期成会定期総会（函館市）
5月26～27日　自治体議員連合全国学習会（東京）
5月28日　八雲観光物産協会定期総会
5月30日　おおさか誠二連合後援会総会（函館市）
6月 2日　農政委員会
6月 3日　新幹線・総合交通対策特別委員会
6月 4日　長万部高校状況調査訪問意見交換
6月 5日　八雲高等学校教育振興会総会
6月 7日　落部公園つつじ祭り
6月10日　北退教渡島支部定期総会（函館市）
6月10日　ろうきん八雲支店友の会定期総会
6月13日　民主党北海道臨時大会（札幌市）
6月14日　ミルクロードレース大会開会式
6月14日　ＪＲ総連定期大会・議員団会議・懇親会（札

幌市）
6月15日　農政委員会
6月15日　新幹線・総合交通体系対策特別委員会
6月16日～ 7月10日　第 2回定例道議会
6月17日　北海道地方自治研究所定期総会（札幌市）
6月19日　北教組渡島支部委員会（函館市）

6月20日　落部婦人ボランティア会地域のお年寄りと楽
しむ会

6月21日　北海道旅客鉄道労働組合函館地方本部定期大
会

6月21日　八雲まつり歩行者天国開会式
6月24日　渡島総合開発期成会要望会
6月25日　安保法案反対街頭宣伝活動（札幌市）
6月27～28日　長万部毛ガニまつり
6月28日　八雲町消防総合訓練大会
6月28日　八雲ライオンズクラブ会長就任パーティー
6月29日　林活議連定期総会（札幌市）
7月 4日　八雲山車行列
7月 5日　民主党北海道第 8総支部定期大会（函館市）
7月 5日　渡島地方消防総合訓練大会（木古内町）
7月 8日　予算特別委員会・知事総括
7月 8日　国営事業推進連絡協議会事業要望
7月 9日　農政委員会
7月 9日　新幹線・総合交通対策特別委員会
7月11日　北海道新幹線木古内駅「駅舎見学会」
7月11日　森町合併10周年記念式典・祝賀会
7月12日　民主議員ネット春季政策研修会（札幌市）
7月13日　平和議連（札幌市）
7月14日　戦争関連法案反対！渡島地域集会（知内町）
7月15日　松前町内茂草漁港調査
7月18日　民主党北海道常任幹事会（札幌市）
7月18日　長万部町長木幡町政 1年と明日を語らう集い
7月20日　落部地区忠魂祭典
7月22日　農政委員会中央要請（東京）
7月23～24日　会派役員中央要請（東京）
7月24日　松前病職・町職定期大会
7月25日　八雲高等学校同窓会親睦ビールパーティー
7月25日　大沼湖水祭り「慰霊祭」
7月26日　北海道警察音楽隊演奏・カラーガード隊演舞

会（八雲町）
7月27日　八雲啄木会通常総会
7月29日　ささだ浩連合後援会幹事会


